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五-----竺l 男性頻度 % 
年齢
29才以下 9 4.3 
30-39才 5 26.6 
40-49才 121 58.5 
50才以上 2 10.6 
学歴
中学校以下 29 14.0 
高等学校 75 36.2 
大学 78 37.7 
大学院 25 12.1 
職業
無職 5 2.4 
非熟練職 25 12.1 
販売・熟練職 52 25.1 
事務職 70 33.8 
営 15 7.2 
専門・管理職 37 17.9 
無応答 3 1.4 
宗教
プロテスタント 37 17.9 
カトリック 2 10.6 
仏教 52 25.1 
{語教 8 3.9 
ない 87 42.0 
其他 0.5 
出生!順位
長子 68 32.9 
中間 92 4.4 
末子 36 17.4 
独り子 10 4.8 
無応答 0.5 
主観的牛.活水準
J:. 43 20.8 
中 100 48.3 
下 64 30.9 
無応答 . 










頻度 % 頻度 % 
(3) 
2 9.0 31 6.9 
136 55.7 191 42.4 
72 29.5 193 42.8 
14 5.7 36 8.0 
70 28.7 9 22.0 
115 47.1 190 42.1 
59 24.2 137 30.4 . . 25 5.5 
16 68.0 171 37.9 
30 12.3 5 12.2 
25 10.2 7 17.1 
15 6.1 85 18.8 
3 1.2 18 4.0 
4 1.6 41 9.1 
1 0.4 4 0.9 
47 19.3 84 18.6 
41 16‘8 63 14.0 
92 37.7 14 31.9 
6 2.5 14 3.1 
56 23.0 143 31.7 
2 0.8 3 0.7 
75 30.7 143 31.7 
126 51.6 218 48.3 
36 14.8 72 16.0 
6 2.5 16 3.5 
0.4 2 0.4 
47 19.3 90 20.0 
19 48.8 219 48.6 
76 31.1 140 31.0 
0.8 . 0.4 









これらの尺度は先行研究(金光子.1983; Jung. 1983; 






























Pearson's Correlation. Factor Analysis. Oneway 















































因 子 項 目 F 1 F2 F3 F4 
1.女性は男性より家庭生活にもっと忠実でなければならない。 496 .247 .212 -.063 
2 家事と仕事の聞に葛藤が生じると、妻は仕事をやめなければならない。 463 .243 ー222 -.031 
3.女性にとって最高の成功は、立派な配偶者に出会うことである。 .520 .085 046 .275 
4.自分の仕事を続けるために転勤する夫に{干し、て行かない女性は、非難さ 407 .306 .182 .191 
れて当然である。
5 姿は自分の職業を持つよりも、家庭をよく守り夫を助けることが望まし .569 .270 176 .055 
し、。
6.女性の幸せは夫および子供の成功にある。 611 061 .084 174 
7.既婚女性が専門職を持つためには、夫および夫の親の問義が必要である。 .418 .135 131 029 
8.女性は男性の保護を受けて当然である。 446 .002 .121 146 
9.女性にとって最も重要な責任は委としての役割、母親としての役割を果 591 067 .077 -.011 
たすことである。
1.女性の仕事は経済的に必要がなければやらない方がよい。 304 507 .195 -.019 
2.既婚女性がお金を儲けるという事実は夫の体面を低下させることである .150 白632 .220 。173
3.嫁の戦場生活は家庭に迷惑をかける。
4.女性が結婚後仕事を続けなければならないことはその人の 「速」が悪い 186 498 。133 。112
からである。 126 .543 131 341 
5.娘は大学卒業後は、進学あるいは就職させるよりもすく・結婚させる方が
よL、。 123 440 182 192 
6.職業を持っている母親は専業主婦の母親に比べると、よい母親にはなれ 210 432 242 197 
なし、。
1.重要な責任を伴う政治的権力を女性に許してはいけない。 220 .258 .499 059 
2.職場で男性が女性の下で働くことを嫌うのは当然である。 .301 .187 .469 145 
3.男性と女性が一緒に働いている仕事場で、責任者が男性であるのは当然 .256 .234 .612 072 
である。
4.女性は仕事上では、能力の面で男性に劣る。 196 169 482 .192 
5.男性の報酬は女性より多いのが当然である。 .180 146 704 210 
6.女性は職場で男性と競争しようとしてはいけなL、。 .153 .284 .428 。301
1.妥が夫より多く稼ぐと夫の自尊心は損なわれる。 180 259 。189 。407
2.男性は社会的に目立つ女性があまり好きではない。 251 .222 .190 .517 
3.妻は夫より社会的地位が高くてはいけなし、。 089 256 360 449 
4.委の社会的成功を夫は心からは喜んでなし、。 054 229 .566 



























非常にそう思う わからない 決そしって1. そ忠うわはない x2 そう思う 思わない
1.女性は男性より家庭生活にもっと忠実で 男 182(87.9) 3 ( 1.4) 22(10.6) 
4.291 
なけばならない。 女 200(82.0) 2 ( 0.8) 42(17.2) 
2.家事と仕事との聞に葛藤が生じると、妻 男 175(84.5) 15( 7.2) 17( 8.2) * 
は仕事をやめなければならない。 女 184 (75.4) 24( 9.8) 36(14.8) 6.120 
3.女性にとって最高の成功は、立派な配偶 男 163(78.7) 5 ( 2.4) 39(18.8) 
3.220 
者に出合うことである。 女 189(77.5) 14( 5.7) 41(16.8) 
4.自分の仕事を続けるために転勤する夫に 男 114 (55.1) 23(11.1) 70(33.8) 
付いて行かない女性は、非難されて当然で * 
ある。 女 108(44.3) 45(18.4) 91 (37.3) 7.031 
5.委は自分の職業をもつよりも、家庭をよ 男 164(79.2) 12( 5.8) 31(15.0) 
2.110 く守り夫を助けることが望ましい。 女 180(73.8) 15( 6.1) 49(20.1) 
男 181(87.4) 7 ( 3.4) 19( 9.2) 
6.女性の幸せは夫および子供の成功にある。 0.800 
女 214(88.1) 5 ( 2.1) 24( 9.9) 
7.既婚女性が専門職を持つためには、夫お 男 152(73.4) 15( 7.3) 40(19.3) 
よび夫の親の同義が必要である。
2.446 
女 165(67.9) 16( 6.6) 62(25.5) 
男 172(83.1) 14( 6.8) 21(10.1) 
8.女性は男性の保護を受けて当然である。 4.835 
女 189(77.5) 13( 5.3) 42(17.2) 
9.女性にとって最も重要な責任は委として 男 198(96.1) 5 ( 2.4) 3 ( 1.5) 
の役割、母親としての役割を果たすことで 0.096 
ある。 女 235(96.3) 5 ( 2.1) 4 ( l.6) 
男性の平均 2.12(SD; 0.52， Nニ206) * 総項目の平均得点 2.18 F-Ratio 4.330 




































男 ↑生 女 性
変数 (N) 平均点数 標準偏差 IF-RATIC 変数 (N) 平均点数 標準偏差tF-RATIC 
年齢 年齢
39才以下 (64) 2，09 0，61 39才以下(156) 2，32 0，56 .・
40_.r以上 (142) 2.13 0.48 0，23J 40才以上 (86) 2，06 0，61 10，875 
学歴 学歴
中学校以下 (29) 1.81 0，39 中学校以下 (68) 1.93 0，57 
高等学校 (75) 2，08 0.47 高等学校 (115) 2，28 0，57 
大学 (77) 2，20 0，55 判陣取寧 大 学 (59) 2，47 0，53 傘傘調ド
大学院 (25) 2，36 0，58 6，384 15，842 
職業 職業
無職・非熟練職 (30) 1.83 0，36 無職 (165) 2，27 0，54 
販売 ・熟練職 (51) 2，08 0，56 有職 (76) 2.15 。70 1.槌9
事務職 (70) 2，19 0，46 非熟練職 (29) 1.66 0，51 
自営・専門・管理職 (52) 2，22 0，60 測事訓ド 販売 ・熟練職 (25) 2，30 0，63 当解*羽俳
4，459 事務 ・専門・管理職 α2) 2，64 0，56 20，068 
宗教 宗教
仏教 ・{語教 (60) 2.08 0，52 仏教 ・{語教 (97) 2，14 0，59 
キリスト教 (58) 2.11 0.47 キリスト教 (88) 2，25 0，59 司跡
な い (87) 2.14 0.56 0，244 ない (55) 2，39 0，57 3，280 
出生順位 出生順位
長子・独り子(77) 2，21 0，49 長子 ・独り子 (80) 2，22 0，61 
中間 (92) 2，02 0，51 中間(125) 2.26 0.57 
末チ (36) 2，16 0，60 2，8J7 末 子 (36) 2，13 0，62 0，777 
主観的生活水準 主観的生活水準
上 (43) 2.23 0.65 上 (17) 2.37 0，59 
中(100) 2.14 0.48 中 (118) 2，27 0，52 4民
下 (63) 2.00 0.48 2，750 下 (75) 2，09 0，67 3，792 
社会経済的地位 社会経済的地位
上 (57) 2，27 0.58 上 (57) 2，37 0.59 
中 (89) 2.16 0，50 .本* 中(112) 2.28 0，54 昔恥 官隊
下 (49) 1.88 0，44 8，155 下 (54) 2.02 0，67 5，450 
配偶者の職業 配偶者の職業
無職(162) 2.12 0，52 
有機 (44) 2，12 0.52 0，001 無職 ・非熟練職(18) 2，01 0，74 
非熟練 ・熟練販売職(27) 2.01 0.45 販売 ・熟練職 (73) 2，18 0，67 
事務職 (94) 2，25 0.49 
事務・専門・管理職(17) 2，29 0，59 3，162 自営・専門・管理職 (50) 2，37 0.59 1.948 
母綴の職業経験 母親の職業経験
ない(130) 2，13 0，53 ない(172) 2.25 0，53 
あ り (76) 2，10 0.51 0，090 あ り (70) 2，18 0，72 0.823 
非熟練職 (37) 2，09 0.58 非熟練職 (25) 1.83 0，64 
販売・熟練職 (28) 2.08 0.48 販売 ・熟練職 (26) 2，26 0.68 亀 4陣
事務・専門 ・管理職 (11) 2，22 0.33 0，343 事務 ・専門・管理職(19) 2，52 0，70 6，128 






























































































表5 「家族 主 義 」 の尺度 実数(%)
ーーーーーーーー 態 度 非常にそう思う 決そしって1;1そ思うわはな 、 x2 性見IJ わからない項 目 そう思う 思わPい
1.子供を産む重要な理由は 「家Jを継承す 男 145(70.1) 1 ( 5.3) 51 (24.6) 
3.276 
るためである。 女 153(62.7) 12( 4.1) 79(32.4) 
2.私にとって何か良い事が生じたとき、 2経 男 190(91.8) 6 ( 2.9) 11 ( 5.3) 
よりも私の家族が一番喜んでくれる。
0.820 
女 227(93.0) 4 ( l.6) 13( 5.4) 
3.子供は自分自身のことよりも、家族全体 男 145(70.7) 16( 7.8) 44 (21. 5) 
のことを優先的に考えるべきである。
0.397 
女 166(68.6) 18( 7.4) 58(24.0) 
4. もし父親が借金が返済できないのなら、 男 140(68.0) 16( 7.8) 50(24.2) 
子供がそれを返済すべきである。
0.858 
女 163(66.8) 25(10.2) 56(23.0) 
5 分家して住む場合、妻の実家よりも夫の 男 128(62.1) 21 (10.2) 57(27.7) 判ド
実家に近い所に住むべきである。 女 125(51.2) 21( 8.6) 98(40.2) 7.727 
6.他人が侮辱された場合よりも自分の家族 男 170(82.5) 7 ( 3.4) 29(14.1) 
の中の誰かが侮辱された場合に，より憤慨 0.432 
するのが当然である。 女 204 (邸.6) 10( 4.1) 30(12.3) 
7.自分が勤めたいと思っている職業に家族 男 61(29.5) 23(11.1) 123(59.4) 
が反対する場合には、他の職業を探すべき * 刻ド
である。 女 104(42.8) 35(14.4) 104(42.8) 
12.479 
8. 結婚直Ijの子供の収入は家族のために親が 男 79(38.5) 20( 9.8) 106(51. 7) 
管理するのが当然である。
。目431
女 LOl(41.6) 22( 9.1) 120(49.4) 
9.家柄や家系を重視する習慣はそのまま維 男 164 (79.2) 19( 9.2) 24 (1l.6) 
持すべきである。
4.429 
女 173(70.9) 34(13.9) 37(15.2) 
10.配偶者を選ぶ時には、自分自身にふさわし 男 97(46.9) 18( 8.7) 92(44.4) 
い人か、どうかというよりも家族にふさわ
司区
しい人かを考慮しなければならない。 女 82(33.6) 21 ( 8.6) 141 (57.8) 
8.816 
総項目の平均得点 2.52 
男性の平均 2.49(SD:0.52， N=2∞) 
F-Ratio 1.962 
女性の平均 2.55(SD:0.48， N=240) 












女性より伝統的な態度を示している (Jo.1984・Choi 研究では就業女性の場合が より伝統的な態度を表して





男 性 女 性
変数 (N) 平均点数 標準偏差 F-RATIO 変数 (N) 平均点数 標準偏差 F-RATIQ 
年齢 年齢
39才以下 (62) 2.55 0.56 39才以下(156) 2.64 0.46 '陣争4除
40才以上(138) 2.46 0.50 1.261 40才以上 (84) 2.40 0.50 13.498 
学歴 学歴
中学校以下 (29) 2.23 0.59 中学校以下 (67) 2.40 0.49 
高等学校 (73) 2.41 0.56 高等学校 (114) 2.57 0.48 
大学 (74) 2.59 0.42 判院本 大 学 (59) 2.70 0.44 •• 
大学院 (24) 2.70 0.43 5.481 6.2if2 
職業 職業
無職・非熟練職 (30) 2.11 0.66 無職(164) 2.61 0.47 惨ー事
販売・熟練職 (51) 2.52 0.49 有職 (75) 2.44 0.49 6.848 
事務職 (66) 2.55 0.42 非熟練職 (28) 2.27 0.46 
自営・専門・管理職 (51) 2.58 0.49 ヨ脈事ヨ脚 販売・熟練職 (25) 2.39 0.53 •• 
6.766 事務・専門・管理職 α2) 2.69 0.38 5.149 
宗教 宗教
仏教・儒教 (59) 2.42 0.51 仏教・儒教 (96) 2.43 0.42 
キリスト教 (57) 2.49 0.49 キリスト教 (87) 2.57 0.51 民ー .，除
ない (83) 2.52 0.54 0.693 ない (55) 2.76 0.44 9.548 
出生順位 出生順位
長芋 ・独り子(76) 2.48 0.50 長子 ・独り子 (80) 2.59 0.45 
中間 (89) 2.47 0.55 中間(123) 2.55 0.48 
末子 (34) 2.53 0.48 0.193 末子 (36) 2.47 0.56 0.771 
主観的生活水準 主観的生活水準
上 (42) 2.56 0.48 上 (46) 2.66 0.47 
中 (95) 2.50 0.46 中 (119) 2.52 0.44 
下 (63) 2.41 0.61 1.131 下 (74) 2.54 0.55 1.435 
社会経済的地位 社会経済的地位
上 (56) 2.55 0.48 上 (56) 2.64 0.51 
中 (86) 2.55 0.46 
‘ 
中 (112) 2.56 0.45 
下 (49) 2.30 0.63 4.404 下 (52) 2.46 0.56 1.784 
配偶者の職業 配偶者の職業
無職(156) 2.50 0.52 無職・非熟練職(17) 2.44 0.54 
有職 (44) 2.44 0.52 0.376 販売 ・熟練職 (71) 2.49 0.45 
非繋練・繋撤・販売機(28) 2.41 0.54 事務職 (95) 2.59 0.47 
1.301 I 事務・専門 ・管理職(16) 2.51 0.47 0.371 自営・専門・管理職 (49) 2.63 0.55 
母親の職業経験 母親の職業経験
ない(124) 2.54 0.53 ない(171) 2.61 0.47 -ー‘
あ り (76) 2.40 0.49 3.385 あ り (69) 2.42 0.49 7.087 
非熟練職 (37) 2.38 0.53 非熟練職 (25) 2.28 0.55 
販売 ・熟練職 (29) 2.37 0.47 販売・熟練職 (25) 2.46 0.48 
事務・専門・管理職 (10) 2.54 0.39 0.473 事務・専門 ・管理職(19) 2.56 0.40 1.862 
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Summary 
The purpose of this pap巴rwas to investigate the difference between married men's and women's attitudes toward 
“the norm of married women's domestic roles" and “fami1sm"， and to find the effect of “familism" on the attitude 
toward “the norm of married women 'sdomestic roles" 
The data for this study was obtained from a survey of 207 married men and 244 married women who were residing 
in the City of Deagu， Korea， inSeptember， 1987. 
The major findings of this study can be summariz巴das follows: 
( 14) 
木村・金・既的火性の家庭役割1m純 -407-
1) 80th scxes adhere to traditional attitudes of“the norm of married women's domestic roles" and “familism". 
Howevcr， women have les traditional attitudcs than men in“the norm of married women's domestic roles" (p<.05). 
2) [n men's attitudes toward "the norm of married women's domestic roles" and “familism"， there are sta tistically 
significant differenccs， which are coming from the differences of their education， occupation， socio-economic status 
of their family. 
3) [n women's attitudes toward "the norm of married women's domestic roles"， age， educationallevel， a kind of thcir 
job， religion， socio-economic status of their family， subjectively evaluated living standard， and occupational level 
of their mother have inf1uence on their attitudcs stated abovc目
Age， educational level， whether or not they had job， a kind of their job， religion， and whether or not their mothers 
had job havc influcnce on their attitudes toward ‘'familism" . 
4)“Familism" has great inf1uence on the attitude to "the norm of married women's domestic role"目 Andeducational 
level has inf1uence on that directly and indirectly 
